
ネ　
ク　
タ　
イ　
や　
、　
ス　
カ　
ー　
フ　
は　
、　

日　
本　
人　
に　
も　
非　
常　
に　
人　
気　
が　
あ　

る　
。　
古　
き　
良　
き　
イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　

を　
し　
の　
ぶ　
為　
に　
立　
ち　
寄　
っ　
て　
見　

て　
は　
い　
か　
が　
。　

（　

紙　
）　

●　
こ　
の　
夏　
の　
流　
行　

・　
も　
と　
も　
と　
屋　
外　
が　
大　
好　
き　
な　

ト　
ル　
コ　
人　
の　
心　
を　
つ　
か　
ん　
で　
今　

年　
ブ　
ー　
ム　
と　
な　
っ　
た　
の　
が　
、　
ガ　

ー　
デ　
ン　
・　
カ　
フ　
ェ　
。　
屋　
外　
に　
テ　

ー　
ブ　
ル　
を　
出　
す　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　

庭　
に　
ク　
ッ　
シ　
ョ　
ン　
を　
並　
べ　
て　
地　

面　
に　
座　
り　
、　
お　
茶　
や　
お　
し　
ゃ　
べ　

り　
を　
楽　
し　
む　
趣　
向　
の　
も　
の　
。　
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・　
毎　
年　
夏　
、　
名　
前　
が　
変　
わ　
り　
、　
イ　

ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　
の　
夜　
遊　
び　
人　
の　
メ　
ッ　

カ　
と　
な　
る　
オ　
ル　
タ　
キ　
ョ　
イ　
の　
今　
年　

の　
デ　
ィ　
ス　
コ　
は　
「　
ラ　
イ　
ラ　
」　
。　
こ　

の　
夏　
、　
「　
ラ　
イ　
ラ　
」　
の　
入　
口　
で　
何　

人　
か　
の　
有　
名　
芸　
能　
人　
が　
入　
場　
を　
拒　

否　
さ　
れ　
た　
こ　
と　
で　
も　
話　
題　
を　
呼　
ん　

だ　
。　
行　
っ　
て　
は　
見　
た　
い　
が　
、　
我　
々　

日　
本　
人　
は　
入　
場　
さ　
せ　
て　
も　
ら　
え　
る　

だ　
ろ　
う　
か　
。　

・　
ア　
メ　
リ　
カ　
留　
学　
、　
フ　
ラ　
ン　
ス　
で　

の　
活　
動　
と　
、　
四　
年　
に　
わ　
た　
る　
ブ　
ラ　

ン　
ク　
を　
経　
て　
凱　
旋　
帰　
国　
し　
、　
ア　
ル　

バ　
ム　
「　
カ　
ル　
マ　
」　
を　
出　
し　
た　
タ　
ル　

カ　
ン　
旋　
風　
が　
吹　
き　
荒　
れ　
て　
い　
る　
。　

ペ　
プ　
シ　
コ　
ー　
ラ　
と　
も　
契　
約　
し　
、　
着　

実　
に　
「　
世　
界　
の　
タ　
ル　
カ　
ン　
」　
へ　
の　

道　
を　
歩　
ん　
で　
い　
る　
。　

●　
ラ　
フ　
ミ　
・　
コ　
チ　
の　

第　
二　
産　
業　
博　
物　
館　

ト　
ル　
コ　
産　
業　
の　
父　
と　
呼　
ば　
れ　
た　

故　
ベ　
フ　
ビ　
・　
コ　
チ　
の　
息　
子　
、　
ト　
ル　

コ　
第　
一　
財　
閥　
会　
長　
ラ　
フ　
ミ　
・　
コ　
チ　

が　
二　
番　
目　
の　
産　
業　
博　
物　
館　
を　
金　
角　

湾　
沿　
い　
の　
ハ　
ス　
キ　
ョ　
イ　
造　
船　
所　
を　

改　
造　
し　
て　
設　
立　
し　
た　
。　
（　
一　
番　
目　

の　
博　
物　
館　
は　
、　
同　
じ　
く　
金　
角　
湾　
の　

ス　
ト　
ゥ　
ル　
ジ　
ェ　
に　
あ　
る　
）　

彼　
は　
、　
四　
○　
年　
間　
幼　
い　
頃　
か　
ら　

興　
味　
を　
持　
っ　
て　
い　
た　
車　
や　
飛　
行　
機　

の　
オ　
リ　
ジ　
ナ　
ル　
・　
ア　
ン　
テ　
ィ　
ー　
ク　

を　
国　
内　
・　
国　
外　
か　
ら　
買　
い　
集　
め　
、　

修　
理　
し　
、　
コ　
チ　
財　
閥　
生　
産　
の　
初　
の　

国　
産　
車　
等　
と　
共　
に　
展　
示　
し　
て　
、　
博　

物　
館　
と　
し　
て　
集　
大　
成　
さ　
せ　
た　
。　

所　
蔵　
品　
は　
、　
全　
て　
外　
国　
の　
競　
売　

今どきのトルコ最近のトルコ情報

国外でのバスケットとサッカーのトルコ・ナショナルチームの活躍に

社会の混乱をひととき忘れたトルコ人。

実業家達のプライベート美術館も開かれて、文化を集大成しつつあるトルコの夏・・・

●　
ト　
ル　
コ　
初　

モ　
ー　
ド　
美　
術　
館　

ト　
ル　
コ　
の　
高　
級　
ブ　
ラ　
ン　
ド　
・　
ヴ　

ァ　
ッ　
コ　
・　
ベ　
イ　
オ　
ウ　
ル　
本　
店　
内　
に　

ト　
ル　
コ　
初　
の　
フ　
ァ　
ッ　
シ　
ョ　
ン　
美　
術　

館　
が　
完　
成　
し　
た　
。　

一　
九　
三　
二　
年　
に　
「　
シ　
ェ　
ン　
・　
シ　

ャ　
プ　
カ　
（　
陽　
気　
な　
帽　
子　
）　
」　
の　
ブ　

ラ　
ン　
ド　
で　
こ　
の　
業　
界　
で　
の　
ス　
タ　
ー　

ト　
を　
切　
っ　
た　
ヴ　
ィ　
タ　
リ　
・　
ヴ　
ァ　
ッ　

コ　
は　
、　
ユ　
ダ　
ヤ　
系　
ト　
ル　
コ　
人　
。　
ト　

ル　
コ　
の　
裕　
福　
な　
人　
々　
や　
外　
国　
人　
を　

対　
象　
に　
、　
高　
級　
服　
を　
作　
り　
続　
け　
て　

い　
る　
。　
そ　
の　
後　
、　
彼　
は　
、　
イ　
ン　
テ　

リ　
ア　
や　
ア　
ク　
セ　
サ　
リ　
ー　
等　
も　
手　
が　

け　
、　
オ　
ス　
マ　
ン　
ト　
ル　
コ　
の　
モ　
チ　
ー　

フ　
を　
再　
現　
し　
た　
コ　
レ　
ク　
シ　
ョ　
ン　
も　

制　
作　
し　
て　
い　
る　
。　
オ　
リ　
ジ　
ナ　
ル　
の　

ヴァッコ・モード美術館に展示されているドレス。

ラフミ・コチ産業博物館内の様子。

イメージチェンジで
新しい魅力を振り巻く

タルカン。



や　
、　
ア　
ン　
テ　
ィ　
ー　
ク　
シ　
ョ　
ッ　
プ　
で　
、　

彼　
自　
身　
が　
実　
際　
に　
触　
れ　
、　
彼　
の　
審　

美　
眼　
を　
通　
し　
て　
選　
ん　
だ　
も　
の　
。　
当　

時　
ト　
ル　
コ　
で　
は　
、　
修　
理　
技　
術　
が　
な　

か　
っ　
た　
為　
、　
職　
人　
を　
海　
外　
で　
修　
行　

さ　
せ　
、　
専　
用　
の　
工　
房　
も　
作　
っ　
て　
修　

理　
さ　
せ　
た　
そ　
う　
だ　
。　

ラ　
フ　
ミ　
・　
コ　
チ　
は　
、　
「　
ト　
ル　
コ　

に　
は　
賭　
博　
好　
き　
で　
、　
年　
に　
三　
〜　
五　

百　
万　
ド　
ル　
浪　
費　
す　
る　
実　
業　
家　
も　
い　

る　
が　
、　
私　
は　
働　
い　
て　
、　
お　
金　
を　
稼　

い　
で　
、　
こ　
れ　
ら　
ア　
ン　
テ　
ィ　
ー　
ク　
に　

つ　
ぎ　
込　
む　
こ　
と　
に　
喜　
び　
を　
感　
じ　
て　

い　
る　
。　
芸　
術　
品　
は　
埃　
を　
か　
ぶ　
っ　
て　

い　
て　
は　
価　
値　
が　
な　
い　
。　
ト　
ル　
コ　
に　

は　
ま　
だ　
こ　
う　
し　
た　
産　
業　
博　
物　
館　
が　

な　
い　
が　
、　
我　
々　
の　
博　
物　
館　
の　
設　
立　

で　
、　
金　
角　
湾　
周　
辺　
が　
文　
化　
地　
区　
と　

な　
る　
こ　
と　
を　
望　
む　
」　
と　
語　
っ　
た　
。　

（　

紙　
）　

●　
マ　
ル　
マ　
ラ　
大　
地　
震　

か　
ら　
２　
年　

一　
九　
九　
九　
年　
八　
月　
一　
七　
日　
イ　
ス　

タ　
ン　
ブ　
ル　
の　
南　
西　
イ　
ズ　
ミ　
ッ　
ト　
、　

ア　
ダ　
パ　
ザ　
ル　
、　
ギ　
ョ　
ル　
ジ　
ュ　
ッ　
ク　

を　
中　
心　
と　
し　
た　
広　
範　
囲　
を　
襲　
っ　
た　

震　
度　
七　
・　
四　
度　
の　
マ　
ル　
マ　
ラ　
大　
地　

震　
か　
ら　
丸　
二　
年　
が　
経　
っ　
た　
。　

深　
夜　
午　
前　
三　
時　
二　
分　
に　
起　
こ　
っ　

た　
こ　
の　
地　
震　
は　
、　
人　
々　
を　
深　
い　
眠　

り　
の　
中　
で　
襲　
っ　
た　
為　
、　
生　
き　
埋　
め　

に　
な　
っ　
た　
人　
が　
多　
か　
っ　
た　
。　
午　
前　

三　
時　
二　
分　
を　
待　
ち　
、　
黙　
祷　
を　
捧　
げ　

る　
儀　
式　
が　
地　
震　
の　
被　
災　
地　
各　
地　
で　

行　
わ　
れ　
、　
メ　
デ　
ィ　
ア　
で　
も　
特　
別　
番　

組　
が　
組　
ま　
れ　
た　
が　
、　
一　
年　
目　
ほ　
ど　

の　
活　
発　
さ　
は　
な　
く　
、　
早　
く　
も　
忘　
れ　

ら　
れ　
て　
い　
る　
雰　
囲　
気　
で　
あ　
っ　
た　
。　

地　
震　
後　
、　
来　
る　
べ　
き　
イ　
ス　
タ　
ン　

ブ　
ル　
大　
地　
震　
に　
つ　
い　
て　
多　
く　
の　
学　

者　
が　
多　
様　
な　
説　
を　
唱　
え　
た　
が　
、　
最　

終　
的　
に　
は　
、　
イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　
で　
大　

き　
な　
同　
じ　
規　
模　
の　
大　
地　
震　
が　
起　
こ　

る　
可　
能　
性　
は　
、　
マ　
ル　
マ　
ラ　
大　
地　
震　

後　
三　
年　
間　
六　
五　
％　
以　
上　
、　
そ　
の　
後　

三　
○　
年　
間　
、　
六　
五　
％　
と　
の　
説　
が　
有　

力　
と　
見　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　
あ　
と　
一　
年　

は　
油　
断　
で　
き　
な　
い　
。　

イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　
の　
地　
震　
で　
は　
、　

日　
本　
で　
の　
訓　
練　
の　
よ　
う　
に　
机　
や　
、　

ベ　
ッ　
ド　
の　
下　
に　
入　
っ　
て　
は　
い　
け　
な　

い　
。　
建　
物　
が　
崩　
れ　
る　
こ　
と　
を　
考　
慮　

し　
て　
、　
潰　
れ　
て　
も　
自　
分　
の　
身　
を　
守　

る　
こ　
と　
が　
で　
き　
る　
だ　
け　
体　
積　
が　
残　

る　
冷　
蔵　
庫　
や　
、　
洗　
濯　
機　
よ　
う　
な　
物　

の　
そ　
ば　
に　
身　
を　
潜　
め　
る　
こ　
と　
が　
大　

切　
だ　
。　
し　
か　
し　
、　
こ　
れ　
で　
ど　
こ　
ま　

で　
身　
が　
守　
れ　
る　
の　
か　
。　
何　
事　
も　
ア　

ラ　
ー　
の　
神　
の　
お　
ぼ　
し　
め　
し　
‥　
‥　
。　

●　
♪　
オ　
ー　
ン　
ニ　
キ　
・　

デ　
ヴ　
・　
ア　
ダ　
ム　
♪　

第　
三　
二　
回　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
・　
バ　
ス　

ケ　
ッ　
ト　
ボ　
ー　
ル　
大　
会　
が　
イ　
ス　
タ　
ン　

ブ　
ル　
で　
行　
わ　
れ　
、　
今　
ま　
で　
バ　
ス　
ケ　

ッ　
ト　
ボ　
ー　
ル　
に　
興　
味　
が　
な　
か　
っ　
た　

ト　
ル　
コ　
人　
を　
も　
一　
気　
に　
バ　
ス　
ケ　
ッ　

ト　
フ　
ァ　
ン　
に　
さ　
せ　
た　
。　
大　
会　
が　
イ　

ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　
で　
行　
わ　
れ　
た　
の　
は　
一　

九　
五　
九　
年　
以　
来　
四　
二　
年　
ぶ　
り　
。　

人　
気　
グ　
ル　
ー　
プ　
・　
ア　
セ　
ナ　
の　

「　
一　
二　
人　

オ　

ン　

ニ　

キ　

・　

の　
巨　
人　

デ　

ヴ　

ア　

ダ　

ム　

」　
を　
テ　
ー　
マ　
ソ　

ン　
グ　
に　
、　
ナ　
シ　
ョ　
ナ　
ル　
チ　
ー　
ム　
は　
、　

初　
戦　
の　
対　
レ　
ト　
ア　
ニ　
ア　
戦　
に　
苦　
戦　

し　
、　
「　
一　
二　
人　
の　

オ　

ン　

ニ　

キ　

・　

眠　
れ　
る　
男　

ウ　

ユ　

ヤ　

ン　

ア　

ダ　

ム　

」　
と　

す　
ぐ　
様　
批　
判　
さ　
れ　
た　
が　
、　
そ　
の　
後　
、　

予　
想　
外　
に　
健　
闘　
し　
、　
ト　
ル　
コ　
初　
の　

決　
勝　
ま　
で　
勝　
ち　
進　
ん　
だ　
。　

現　
在　
、　
ト　
ル　
コ　
・　
ナ　
シ　
ョ　
ナ　
ル　

チ　
ー　
ム　
に　
は　
、　
ギ　
リ　
シ　
ャ　
の　
チ　
ー　

ム　
で　
ユ　
ニ　
フ　
ォ　
ー　
ム　
を　
着　
て　
い　
る　

イ　
ブ　
ラ　
ヒ　
ム　
や　
ア　
メ　
リ　
カ　
の　
Ｎ　
Ｂ　

Ａ　
で　
プ　
レ　
イ　
し　
て　
い　
る　
ヒ　
ダ　
ー　
エ　

ッ　
ト　
を　
始　
め　
と　
し　
て　
、　
ミ　
ル　
サ　
ッ　

ド　
、　
メ　
フ　
メ　
ッ　
ト　
、　
フ　
セ　
イ　
ン　
と　
、　

世　
界　
レ　
ベ　
ル　
の　
優　
秀　
な　
選　
手　
が　
た　

く　
さ　
ん　
い　
る　
。　

残　
念　
な　
が　
ら　
、　
決　
勝　
で　
は　
、　
わ　

ず　
か　
の　
差　
で　
ユ　
ー　
ゴ　
ス　
ラ　
ビ　
ア　
に　

負　
け　
て　
し　
ま　
っ　
た　
が　
、　
毎　
試　
合　
、　

国　
民　
は　
十　
分　
盛　
り　
上　
が　
り　
、　
ト　
ル　

コ　
の　
バ　
ス　
ケ　
ッ　
ト　
ブ　
ー　
ム　
に　
火　
が　

つ　
い　
た　
。　（　

）　
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その名声と、期待を裏切らない好プレイで応援団を魅了したヒーロー、

ヒダーエット（左）とイブラヒム（右）。

コチ財閥の御曹司。トルコ実業界のリーダー、ラフミ・コチ。


